
〜
共
同
募
金
運
動
〜
　
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

赤
い
羽
根
共
同
募
金（
十
月
一
日
か
ら
）

　
共
同
募
金
は
、「
地
域
を
つ
く
る
市
民
を
応
援
す
る
共
同
募
金
」を
目
指
し
民
間
福
祉

事
業
を
支
援
す
る
た
め
の
募
金
で
す
。

　
寄
付
や
募
金
活
動
と
い
う
誰
も
が
参
加
で
き
る
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
、
二
千
二
十
一
万
一
千
五
百
五
円
が
寄
せ
ら
れ
、
全
県
事
業
分
を
除
い
た

約
一
千
万
円
が
来
年
度
市
社
協
の
地
域
福
祉
推
進
事
業
、
小
地
域
活
動
助
成
事
業
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
社
協
だ
よ
り
の
発
行
等
事
業
費
の
一

部
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金（
十
二
月
一
日
か
ら
）

　「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
二
千
百
七
十
五
万
九
千
七
百
九
十
八
円
が
寄
せ
ら
れ
、
生
活

困
窮
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
母
子
・
父
子
世
帯
、
寝
た
き
り
高
齢
者
、
認
知

症
高
齢
者
、
障
害
児（
者
）を
重
点
に
、
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
民
生
児
童
委
員
の

協
力
に
よ
り
配
分
し
た
ほ
か
、
施
設
に
も
配
分
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「在宅介護者の集い（日帰りコース）」が２月26日に、ホテル武蔵坊を会場に43名が参加して
開催しました。及川常務理事の挨拶の後、菅原老松介護予防センター係長の指導により、「健
康体操（腰痛予防、運動不足解消）」を行い、その後昼食をはさみながら、日頃の悩み等につい
て意見交換と交流を行いました。

[2013年3月31日発行]
第26号

この広報は共同募金の一部をあてて発行しております。

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



１
．
社
協
の
動
向

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、

そ
の
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
被
災
さ
れ
、
当
市
に

避
難
し
て
き
た
方
々
は
、
身
体
の
安
全
は
お
お

む
ね
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
民
の
被
災
者
と

同
様
に
新
た
な
個
別
の
生
活
課
題
が
生
じ
て
お

り
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
経
済
環
境
は
依
然
不
透
明
で
あ
り
、
就
業
へ

の
影
響
、
地
域
経
済
の
再
生
な
ど
、
市
民
一
人

ひ
と
り
を
取
り
巻
く
状
況
の
改
善
は
、
い
ま
だ

見
通
せ
な
く
、
そ
の
こ
と
は
市
民
の
心
に
大
き

な
不
安
の
影
を
落
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課

題
と
し
て
惹
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
ほ
ど
、
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
で
の
福
祉

の
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
代
は
な
く
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待
は
一
層
大
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
も『
支
え
合
い
　
幸
せ
感
じ

る
　
地
域
の
暮
ら
し
』の
旗
を
大
き
く
掲
げ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
自
立
と
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
歴

史
や
資
源
、
伝
統
等
に
よ
る
地
域
特
性
を
生
か

す
と
共
に
、
事
務
事
業
の
精
選
と
調
整
に
努
め

ま
す
。

２
．
基
本
理
念

　
福
祉
は
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
と
い
う
一
人

ひ
と
り
の「
思
い
や
り
」と「
助
け
合
い
」の
結
の

心
を
育
む
こ
と
と
同
時
に
、
福
祉
の
担
い
手
で

あ
り
、
福
祉
の
受
け
手
で
あ
る
こ
と
を
認
め
あ

い『
支
え
あ
い
　
幸
せ
感
じ
る
　
地
域
の
暮
ら

し
』を
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

３
．
基
本
方
針

⑴
　
国
、
県
、
市
町
村
の
動
向
、
混
迷
す
る
社

会
経
済
の
情
勢
等
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
域

住
民
の
意
向
を
把
握
し
、
関
係
機
関
・
団
体

と
協
調
し
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

⑵
　
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
を
構
築
す
る
た

め
、
引
き
続
き
行
政
機
関
、
関
係
団
体
、
住

民
と
社
協
の
協
働
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
計
画
化
を
進
め
ま
す
。

⑶
　
国
、
県
及
び
市
町
村
の
行
財
政
運
営
は
一

層
厳
し
く
、
全
て
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や

合
理
化
及
び
改
革
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
社
協
へ
の
補
助
金
、

委
託
事
業
の
内
容
等
の
見
直
し
に
よ
る
収
入

減
少
に
留
意
し
つ
つ
、
コ
ス
ト
意
識
を
も
ち
、

経
費
節
減
を
図
り
な
が
ら
真
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
事
務
事
業
の
効
率

的
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

４
．
事
務
・
事
業
の
推
進

⑴
　
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
社
会
参
加
の
促
進
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識

の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
で
支
え
合
う

互
助
・
共
助
の
精
神
を
高
め
、
地
域
福
祉
活

動
推
進
協
議
会
等
の
組
織
と
連
携
し
、
地
域

を
支
え
る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
策
と
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

⑵
　
社
協
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
福
祉
委
員
で
あ
る
行
政
区
長
、
民
生

児
童
委
員
等
の
協
力
を
得
て
、
社
協
会
費
及

び
募
金
納
付
の
円
滑
化
を
図
り
つ
つ
、
社
協

業
務
の
推
進
と
地
域
福
祉
の
拡
充
に
努
め
ま

す
。

⑶
　
子
育
て
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
少
子
化
・

核
家
族
化
等
に
よ
り
、
子
育
て
環
境
が
徐
々

に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
育

て
サ
ロ
ン
事
業
の
拡
充
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
利
用
促
進
を
図

り
な
が
ら
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
な

ど
、
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑷
　
相
談
、
支
援
体
制
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
心

配
ご
と
相
談
所
な
ど
で
適
切
な
相
談
業
務
を

行
い
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら

問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
へ

の
権
利
擁
護
と
生
活
支
援
す
る
た
め
の
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

低
所
得
世
帯
や
障
害
者
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、

経
済
的
自
立
と
生
活
の
安
定
を
目
指
し
、
生

活
福
祉
資
金
貸
付
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

⑸
　
介
護
保
険
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
・
訪
問
入
浴
・
居
宅
介
護

支
援
等
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
介

護
保
険
制
度
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
と
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
健

全
な
経
営
に
努
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
の
総
合
相
談
と
し
て

生
活
課
題
を
包
括
的
に
解
決
す
る
た
め
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
や
地
域
と
の
連
携
を
行
い
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高

齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
し
ぶ
た
み
と
花
泉

地
域
の
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
は
な
い

ず
み
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑹
　
新
た
に
障
害
者
総
合
支
援
法
が
は
じ
ま
り
、

障
害
者
の
地
域
生
活
に
お
け
る
共
生
の
実
現

に
向
け
て
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
新
制
度
に
対
応
し
、
障
害
者
の
地
域

生
活
の
自
立
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
一
関

障
害
者
生
活
支
援
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
地
域

移
行
・
地
域
定
着
・
障
害
児
相
談
の
支
援
に

取
り
組
み
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
必
要
か
ら
、
き
め
細
か
な
相
談
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
利
用
者
の
就
労
に
必
要
な
知
識
や

意
欲
を
高
め
る
た
め
、
就
労
継
続
支
援
事
業

所
千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
を
運
営
し
、
創
意
工

夫
し
な
が
ら
自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。

⑺
　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
加
え
、
混
迷
す
る

時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
提
供
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
学
習
の
機
会
を
拡
充
し
、

こ
と
に
も
高
齢
者
へ
の
社
会
貢
献
、
生
き
が

い
づ
く
り
等
の
支
援
を
新
た
に
展
開
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
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一般会計資金収支予算

公益事業特別会計資金収支予算

千厩ワークプラザ特別会計資金収支予算

平成 年度　一般会計経理区分別事業費予算

収　入
区　　　　分 年度予算額 年度予算額 比　較

経 常 活 動 に よ る 収 入 千円
,

千円
,

千円
,

施設整備等による収入
財 務 活 動 に よ る 収 入 , , ,
合 併 受 入 支 払 資 金 △ 
前 期 末 支 払 資 金 残 高 , , ,

合　　　　計 , , , , ,

収　入
区　　　　分 年度予算額 年度予算額 比　較

経 常 活 動 に よ る 収 入 千円
,

千円
,

千円
△ ,

施設整備等による収入
財 務 活 動 に よ る 収 入

前 期 末 支 払 資 金 残 高 , , ,
合　　　　計 , , ,

収　入
区　　　　分 年度予算額 年度予算額 比　較

就労支援活動による収入 千円
,

千円
,

千円

福祉事業活動による収入 , , △ 
施設整備等による収入
財 務 活 動 に よ る 収 入

前 期 末 支 払 資 金 残 高 , , ,
合　　　　計 , , ,

支　出
区　　　　分 年度予算額 年度予算額 比　較

経 常 活 動 に よ る 支 出 千円
,

千円
,

千円
,

施設整備等による支出 , , ,
財 務 活 動 に よ る 支 出 , ,
予 備 費 △ 
当 期 末 支 払 資 金 残 高 , , ,

合　　　　計 , , , , ,

支　出
区　　　　分 年度予算額 年度予算額 比　較

経 常 活 動 に よ る 支 出 千円
,

千円
,

千円
△ ,

施設整備等による支出 , △ 
財 務 活 動 に よ る 支 出 , ,
予 　 備 　 費
当 期 末 支 払 資 金 残 高 , , ,

合　　　　計 , , ,

支　出
区　　　　分 年度予算額 年度予算額 比　較

就労支援活動による支出 千円
,

千円
,

千円

福祉事業活動による支出 , , △ ,
施設整備等による支出
財 務 活 動 に よ る 支 出 △ 
予 　 備 　 費
当 期 末 支 払 資 金 残 高 , , ,

合　　　　計 , , ,

法
　
人
　
運
　
営

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 事　業　説　明

本部・支部

人件費 , 職員 名、臨時職員 名

事務費 ,
理事会（ 回）、評議員会（ 回）、監事会（ 回）
各支部運営委員会（ 回）
職員旅費、事務諸費

事業費 , 福祉講演会、福祉活動計画策定、車輌維持費、燃料費等
団体助成金 福祉団体活動助成金（ 団体）
居宅介護支援経理区分へ繰出 居宅介護支援事業へ
法人運営理区分へ繰出 , （本）法人運営事業へ（エレベーター工事分）
福祉事業経理区分へ繰出 , 福祉事業へ
共同募金配分金経理区分へ繰出 , 共募配分事業へ
貸付事業経理区分へ繰出 生活福祉資金貸付事業へ
福祉センター管理経理区分へ繰出 , 福祉センター管理運営費へ
受託事業経理区分へ繰出 , 受託事業へ
通所介護経理区分へ繰出 通所介護事業へ
経常活動による支出計 ,
施設整備等による支出計

財務活動による支出計 , 財政調整積立金繰替運用 , 千円
県社協退職共済掛金 , 千円

支　　出　　合　　計 ,

(単位：千円)

※車イス購入、福祉車輌維持費等予算の一部に寄附金を充てています（Ⓐ 千円）
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福
　
祉
　
推
　
進
　
事
　
業

共 
同 
募 

金 

配 

分 

事 

業

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 ※①　左の内訳 事　　業　　説　　明寄附金 共募配分金

本　　部 地域福祉啓発活動事業 地域福祉に関する講演会･研究会等を開催
地域福祉活動計画策定事業 市民が参画する地域福祉活動計画を策定

本　　　　　部　　　　　計

一関支部

食事サービス事業 , 高齢者等に夕食を配達（ , 食）
理髪サービス事業 家庭で寝たきり者に理髪券（ 枚）交付
水難物故者追悼費 月 日災害犠牲者の追悼流灯会を開催
団体助成 ボランティア団体（ 団体）へ活動助成

一　　関　　支　　部　　計 , ,

大東支部

見守り活動支援（ふれあい・ひまわりサービス） 要援護者にふれあいハガキを郵送（ 人）
ボランティア機器貸出 ボランティア活動機材の修繕
高齢者外出支援事業 高齢者の買い物支援（年 回 地区実施）
地域コミュニティ推進事業 居場所づくり推進。福祉上映会及び学習会の開催

大　　東　　支　　部　　計

千厩支部
福祉推進事業 障害者交流事業、団体助成（ 団体）
理髪サービス事業 家庭で寝たきり者に理髪券交付（ 人）
高齢者世帯等応援事業 , 生活サポート業務、見守り活動支援（配食）

千　　厩　　支　　部　　計 , ,
東山支部 見守り活動支援事業（安心袋配布） 緊急時必要な物を入れる安心袋を配付（ 人）

東　　山　　支　　部　　計

室根支部

見守り活動支援事業 在宅寝たきり者へ尿とりパットの支給（ 人）
支部社協だよりの発行 年間 回発行
ボランティア活動推進事業 ボランティア団体（ 団体）、声の広報活動助成
理髪サービス事業 家庭で寝たきり者に理髪券交付
社協ふくし交流まつり 地域コミュニティを深める市民交流の場として開催

室　　根　　支　　部　　計

川崎支部 障がい者交流事業（やまびこ教室） 障害者の懇親、ニュースポーツ等親睦を図る
福祉団体等助成事業 福祉団体（ 団体）へ活動費助成

川　　崎　　支　　部　　計
藤沢支部 福祉団体助成 福祉団体（ 団体）へ活動費助成

藤　　沢　　支　　部　　計
経常活動による支出計 , ,
施設整備等による支出 液晶テレビ、テント（大東支部　地域コミュニティ事業等）
財務活動による支出
支　　出　　合　　計 , Ⓐ ,

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 ※①　左の内訳 事　　業　　説　　明寄附金 共募配分金

本　　部

社会福祉大会 , 月 日に開催　会場:大東コミュニティセンター
社協だより , , , 年間 回発行（全戸配布）
心配ごと相談所 毎週木曜日と巡回相談（毎月第 金曜日）開設
ボランティアセンター事業 小中高校ボランティア協力校の指定、ボランティア講座等の開催、運営委員会の開催
ゆいっこ広場開催事業 福祉まつりを開催　会場:大東町
介護者リフレッシュ事業 , 家庭介護者の交流と介護疲れを癒す事業
民児協等団体助成 , , 福祉団体（ 団体）へ活動費助成
災害支援活動事業 沿岸ボランティアセンターの要請により、ボランティアを派遣する
お茶っこ交流会事業 沿岸部から避難されているみなし仮設住宅等の被災者交流の場を提供

本　　　　　部　　　　　計 , , ,

※②　
各支部

小地域福祉推進事業 , , , 地区福祉活動推進協議会へ助成（一関 、花泉 、大東 、千厩 、東山 、室根 、川崎 、藤沢 ）
ふれあいサロン事業 , , , 高齢者等の交流事業（一関 、花泉 、大東 、千厩 、東山 、室根 、川崎 、藤沢 ）
ひとり暮らし高齢者の集い事業 , ふれあい交流会の開催（花泉 、大東 、千厩 、東山 、室根 、川崎 、藤沢 ）
歳末たすけあい配分事業 , , 要援護者に歳末義援金を贈る
各　　支　　部　　計 , , ,

花泉支部
ボランティア活動 ボランティア団体助成（ 団体）等
福祉啓発活動 福祉作文入賞者顕彰及び文集発行
子育て支援事業 親、祖父母を対象に仲間づくり事業

花　　泉　　支　　部　　計

大東支部
支部社協だより発行 年間 回発行
ボランティア団体助成 ボランティア団体助成（ 団体）へ活動助成
小地域ささえあい活動支援事業 介護者支援モデル（ 人）･小学生長期休暇支援モデル（ 校）

大　　東　　支　　部　　計
東山支部 地域づくり推進事業 地域づくり講演会の開催

東　　山　　支　　部　　計
川崎支部 支部社協だよりの発行 年間 回発行

川　　崎　　支　　部　　計
藤沢支部 支部社協だよりの発行 年間 回発行

金婚を祝う会 金婚を迎える夫婦を対象に開催
藤　　沢　　支　　部　　計
経常活動による支出計 , , ,
施設整備等による支出 ポータブルワイヤレス音響システム　 台（東山支部　ふれあいサロン事業）
支　　出　　合　　計 , Ⓐ , Ⓑ ,

※①　福祉推進事業、共同募金配分事業は寄附金、共募配分金の他、社協会費、補助金、利用者負担金等を財源としています。
※②　 共同募金配分事業の小地域福祉推進事業、ふれあいサロン事業、ひとり暮らし高齢者の集い事業、歳末たすけあい配分事業は各支部分

の集計となっています。
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貸
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業
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介
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管
理
運
営

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 事　業　説　明

本　　部 生活福祉資金貸付事業 , 修学や福祉資金等の貸付を行う事務費、 年度より貸付相談員（嘱託職員）設置
生活支援事業 , 年度より生活支援相談員を設置、被災者を訪問し相談支援を行う

各支部 たすけあい金庫貸付事業 , 緊急の資金として、 万円を限度に貸付
千厩支部 奨学金貸付事業 償還の連絡事務費（ 年度以降貸付なし）

経常活動による支出計 ,
財務活動による支出 県社協退職共済掛金
支　　出　　合　　計 ,

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 事　業　説　明

各支部
ヘルパーセンター , 介護認定者に生活援助、身体介護を提供( , 回)、花泉 , 回、大東 , 回、東山 , 回、室根 , 回
介護支援事業所 , 障害者に生活援助、身体介護を提供( , 回)、花泉 , 回、大東 回、東山 , 回、室根 回
生活管理指導員派遣事業 花泉 回、大東 回、東山 回、室根 回
各　　支　　部　　計 ,
経常活動による支出計 ,
施設整備等による支出計 介護システムバージョンアップ用ソフト
財務活動による支出 , 県社協退職共済掛金
支　　出　　合　　計 ,

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 事　業　説　明

各支部 デイサービスセンター , 通所介護サービス（ , 人）、大東 , 人、東山 , 人、室根 , 人
生きがいデイサービスセンター , 認定非該当者等のデイサービス（ 人）、大東 人、室根 人
各　　支　　部　　計 ,

東山支部 障害者通所介護事業 障害者自立支援デイサービス（ 人）
東　　山　　支　　部　　計
経常活動による支出計 ,
施設整備等による支出計 福祉車輌(中古 台)、パソコン 台
財務活動による支出 , 県社協退職共済掛金
支　　出　　合　　計 ,

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 事　業　説　明

本　　部

外出支援サービス事業 , 在宅の移動困難者に通院等の支援を行う
日常生活自立支援事業 , 判断能力が不十分な方の日常生活を支援
障害者相談支援事業 , 障害者の相談、地域移行支援を行う
ファミリーサポートセンター（子育て支援）事業 , 育児相談や援助者の派遣等調整を行う
子育てサロン助成事業 子育てサロンに助成金交付（ 団体）
手話通訳者等派遣事業 聴覚障害者の社会参加と相談支援を行う
シニア活動推進事業 , 社会貢献、社会参加を求める高齢者に対して、活動のきっかけづくり等を支援する
本　　　　　部　　　　　計 ,

各支部 敬老会 , 歳以上の高齢者を対象に開催

一関支部 真滝児童館 , 児童厚生施設の健全育成事業（ 名）
介護予防移動教室 介護予防移動教室の運転業務を受託
一　　関　　支　　部　　計 ,

花泉支部 さわやか大学事業 , 高齢者の介護予防の支援を行う
二次予防事業通所型介護予防事業 高齢者を対象に運動機能の向上を図る（ 人）
花　　泉　　支　　部　　計 ,

大東支部

高齢者健康づくり教室 , 老人クラブ・行政区を単位に入浴サービス等を提供（年間 回）
興田在宅介護支援センター , 介護予防、生活支援総合相談等を実施（ 人）
食の自立支援事業（配食サービス） 高齢者等に昼食を配達（ , 食）
二次予防事業通所型介護予防事業 高齢者を対象に運動機能の向上を図る（ 人）
大　　東　　支　　部　　計 ,

千厩支部 食の自立支援事業（配食サービス） , 高齢者等に昼食を配達（ , 食）
千厩農村勤労福祉センター管理事業 , 勤労者福祉施設の管理運営
千　　厩　　支　　部　　計 ,

東山支部 東山在宅介護支援センター , 介護予防、生活支援総合相談等を実施（ 件）
二次予防事業通所型介護予防事業 高齢者を対象に運動機能の向上を図る（ 件）
東　　山　　支　　部　　計 ,

室根支部 二次予防事業通所型介護予防事業 高齢者を対象に運動機能の向上を図る（ 件）
室　　根　　支　　部　　計

藤沢支部 食の自立支援事業（配食サービス） , 高齢者等に昼食を配達（ , 食）
藤　　沢　　支　　部　　計 ,
経常活動による支出計 ,
施設整備等による支出計
財務活動による支出 県社協退職共済掛金
支　　出　　合　　計 ,

支 部 名 事　　　業　　　名 当初予算 事　業　説　明
本　　部 福祉センター管理運営 , 福祉センターの会議室等の貸出等の管理運営

経常活動による支出計 ,
施設整備等による支出 , エレベーター工事（ 月予定）、Ⓑ共募配分金 , 　
支　　出　　合　　計 ,
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地
域
の
高
齢
者
を
支
え
る「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」が
市
内
各
地
域
で
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
一
関
支
部
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
各
々

の
サ
ロ
ン
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
効
果
的
な

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
講
話
、
運
動
機
能
低
下

防
止
の
た
め
の
実
技
指
導
、
サ
ロ
ン
活
動
の
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
一
月
と
二
月
に
開
催

し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
世
話
人
ら
、
延
べ
一
七

○
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は『
介
護
予
防
に
つ
い
て
』と
題
し
、

一
関
市
の
田
口
朋
美
主
任
保
健
師
が
介
護
予
防

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
話
。
そ
の
後
、『
高

齢
者
の
運
動
機
能
低
下
予
防
』と
し
て
、
参
加

者
が
無
理
な
く
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
体

育
協
会
の
小
野
寺

留
美
健
康
運
動
指

導
士
が
実
践
指
導
。

小
野
寺
氏
か
ら
は
、

身
近
に
あ
る
新
聞

紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
活
用
す
る
運

動
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
動
の

目
的
や
、
声
掛
け

の
仕
方
な
ど
も
教

狼
ノ
沢
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り

　
狼
ノ
沢
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
代
表
　
高
橋
玉

江
さ
ん
）で
は
十
二
月
十
日（
月
）第
一
集
落
公

民
館
を
会
場
に
奥
州
市
社
協
高
橋
研
さ
ん
を
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
お
迎
え
し
、
住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
区

長
さ
ん
や
集
落
公
民
館
長
さ
ん
等
、
永
井
一
│

一
区
の
世
話
役
の
方
々
に
も
多
数
ご
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
奥
州
市
の
マ
ッ
プ
づ
く
り

の
取
り
組
み
の
説
明
の
あ
と
、
実
際
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
集
落
の
地
図
に
書
き
込
ん
で
い
き

ま
す
。

一
関
支
部

花
泉
支
部

　
は
じ
め

に
、
一
人

暮
ら
し
高

齢
者
や
寝

た
き
り
、

認
知
症
、

障
が
い
者

な
ど
地
域

で
気
が
か

り
な
人
の

お
宅
を
そ

れ
ぞ
れ
の

色
で
マ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
次
に
民
生
委
員
や

近
隣
の
世
話
人
宅
を
違
う
色
で
マ
ー
キ
ン
グ
し
、

気
が
か
り
な
人
へ
の
見
守
り
や
支
援
等
の
関
わ

り
を
矢
印
で
記
入
し
ま
す
。
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
サ
ロ
ン
、
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
等
も
書
き
込
ん

で
、
利
用
者
と
の
関
わ
り
を
矢
印
で
記
入
し
ま

す
。
す
る
と
、
集
落
の
現
状
が
そ
こ
か
ら
見
え

て
き
ま
す
。

　
気
が
か
り
な
世
帯
が
孤
立
し
て
い
な
い
か
。

住
民
同
士
で
支
え
合
う
環
境
が
で
き
て
い
る
か
。

世
話
人
の
負
担
に
偏
り
は
な
い
か
。
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
お
互
い
の
知
っ
て
い
る
情
報
を
出
し

合
い
、
書
き
込
む
こ
と
で
地
域
の
生
活
上
の
課

題
を
視
覚
的
に
共
有
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ

と
で
マ
ッ
プ
の
修
正
を
重
ね
、
住
民
と
社
協
で
、

共
に
よ
り
良
い
地
域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
岩

手
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

花
泉
地
域
で
は
永
井
一
│
一
地
区
、
一
関
地
域

で
は
厳
美
山
谷
地
区
を
モ
デ
ル
指
定
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
当
協
議
会
で
は
、
こ
の
取
り
組
み

地
域
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

『
サ
ロ
ン
で
介
護
予
防

実
践
講
座
』
を
開
催

〜「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」活
動
を
支
援
〜

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、
同
じ
く
小
野
寺
氏
か
ら
お
手

玉
や
ゴ
ム
飛
び
用
の
ゴ
ム
を
使
用
し
た
運
動
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
は
サ
ロ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
化
を
目
的
と
し
、「
私
達
の
サ
ロ
ン
の

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
」を
題
材
に
参
加
者
同
士

で
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
お
茶
飲
み
や
歌
、

体
操
等
の
他
、
講
師
を
招
い
て
の
芸
能
の
取
り

組
み
や
勉
強
会
、
地
区
文
化
祭
へ
の
作
品
出
展

と
い
う
目
的
を
持
っ
た
作
品
作
り
な
ど
、
各
サ

ロ
ン
で
工
夫
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
会
場
を
一
関
市
総
合
体
育
館
に
設
け
、

実
技
に
つ
い
て
も
ア
リ
ー
ナ
を
広
々
と
使
い
な

が
ら
、
楽
し
く
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
社
協
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

会費・寄附金・共同募金支部別配分額（経理区分別事業費の集計）
会　　　　費 寄　附　金 共　募（赤い羽根） 共　募

(歳末たすけあい)予算額 配分額 予算額 配分額 H 募金実績 配分額 特別配分
本 部 , , , ,
一 関 , , , , , , ,
花 泉 , , , , , ,
大 東 , , , , , , ,
千 厩 , , , , , ,
東 山 , , , , ,
室 根 , , , , ,
川 崎 , , , ,
藤 沢 , , , ,
計 , , , , , （a） , （b） , （c） , （a）＋（b）＋（c） ,

※ 共募(赤い羽根）本部特別配
分（地域福祉事業 , 千円、
エレベーター制御盤交換工
事 , 千円）

※ 千厩支部寄附金配分（被災者
支援事業として別途 千円
配分）

(単位：千円)

Ⓐ Ⓑ
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が
あ
り
、
こ
の
大
会

に
賭
け
る
意
気
込
み

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
の
高

齢
者
六
十
一
チ
ー
ム

一
七
三
名
が
集
ま
り

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
イ

ン
ド
ア
ロ
ー
ン
ボ
ー

ル
ズ
、
輪
投
げ
の
四

種
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

者
ら
十
三
名
が
参
加
。
各
サ
ロ
ン
か
ら
は
会
員

数
・
開
催
回
数
・
会
費
・
活
動
内
容
な
ど
具
体

的
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
の
中
に
は
、
手

ぬ
ぐ
い
を
使
っ
て
の
体
操
や
文
化
祭
出
展
に
向

け
て
の
作
品
作
り
、
歌
集
の
作
成
、
山
野
草
の

学
習
会
な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
内
容
で

サ
ロ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
活
動
し
て
い
く
中
で
の
悩
み
事
も
話

題
と
な
り
、
開
催
方
法
の
工
夫
な
ど
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
無
理
な
く
末
永

く
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。」

「
会
員
の
安
全

を
考
え
、
サ
ロ

ン
に
安
心
し
て

参
加
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
た

い
。」な
ど
サ
ロ

ン
の
必
要
性
を

再
確
認
で
き
た

交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
去
る
二
月
二
十
一
日
、「
東
山
地
域
シ
ル
バ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」を
一
関
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
体
育
協
会
等
の
協
力
に
よ
り
東
山
総

合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
冬
期
間
の
運
動

不
足
解
消
を
目
的
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
、
大
会
前
に
練
習
会
を
二
日
間
設
け
ま
し

た
。
そ
の
練
習
会
で
も
九
十
名
を
越
え
る
参
加

大
東
支
部

千
厩
支
部

地
域
を
つ
な
ぐ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
千
厩
地
域
で
は
、
健
康
体
操
や
趣
味
活
動
等

に
加
え
温
泉
や
観
光
施
設
へ
出
か
け
る
サ
ロ
ン

も
増
え
参
加
者
の
希
望
に
合
わ
せ
た
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
千
厩
支
部
で
は
、
自
治
会
毎
に
開
催
し
て
い

る
サ
ロ
ン
と
は
別
に
、
被
災
・
避
難
に
よ
り
千

厩
に
居
住
し
て
い
る
方
と
地
域
の
方
が
一
緒
に

参
加
で
き
る「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン･

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
で
楽

し
い
ラ
ン
チ
」

　
昨
年
十
二
月
は「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
男
と

女
の
料
理
教
室
」を
開
催
。
エ
プ
ロ
ン
姿
の
参

加
者
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
り
、
食
べ
な
が
ら

ご
近
所
付
き
合
い
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た

男
性
は
、「
妻
が
外
出
し
た
時
な
ど
自
分
で
手

軽
に
お
昼
が
作
れ
る
」と
自
作
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
の
中
々
の
味
に
満
足
し
た
様
子
で
。
和
や
か

な
料
理
講
習
＆
料
理
交
流
で
し
た
。

　「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン･

千
厩
の
餅
料
理
に
挑

戦
」

　
バ
ス
旅
行
を

含
め
通
算
で
四

回
目
と
な
る
今

年
一
月
の
サ
ロ

ン
。「
千
厩
の

餅
料
理
に
興
味

が
あ
る
」と
の

参
加
者
の
話
し

を
受
け
て
、
地

元
の
餅
文
化
に

笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
会
！

―
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
交
流
会
」
―

今
後
の
活
動
に
向
け
情
報
交
換

―
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
交
流
会
開
催
―

寒
さ
な
ん
か 

ふ
っ
飛
ば
せ
！

〜
東
山
地
域
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
〜

東
山
支
部

室
根
支
部

　
去
る
二
月
二
十
八
日
、
室
根
地
区「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
交
流
会
」が
室
根
保
健
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
支
所
保
健
福
祉
課
・

佐
藤
保
健
師
に
よ
る「
健
康
講
話
」で
は
、
不
活

発
な
生
活
が
原
因
で
全
身
の
心
身
機
能
が
低
下

し
て
し
ま
う「
生
活
不
活
発
病
」に
な
ら
な
い
よ

う
に
、「
介
護
予
防
」を
元
気
な
内
か
ら
取
り
組

む
こ
と
の
重
要
性
が
話
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
ハ
ツ
ラ
ツ
と
生
活

で
き
る
よ
う「
介
護
予
防
」に
取
り
組
む
大
切
さ

を
学
ば
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
千
厩
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン「
つ
つ
み
会
」代
表
、
村
上
睦
子
氏

に
よ
る
講
話
と
レ
ク
指
導
が
あ
り
、
楽
し
い
サ

ロ
ン
活
動
が「
生
き
が
い
」や「
社
会
参
加
」、「
健

康
の
習
慣
づ
く
り
」と
な
り
、心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
繋
が
り
ま
す
！
と
、
サ
ロ
ン
の
活
動
メ

ニ
ュ
ー
紹
介
や
継
続
の
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ク
指
導
で

は
、
歌
や
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
皆
大
い
に

　
三
月
十
四
日
、
大
東
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
猿
沢
地
区
福
祉
活
動
推
進
協

議
会
主
催
の「
猿
沢
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
交

流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
は
、
七
グ
ル
ー
プ
の
サ
ロ
ン
代
表

詳
し
い
藤
野
壽
男
さ
ん
を
講
師
に
開
催
し
、
餅

つ
き･

調
理･

味
付
け
等
も
分
担
し
な
が
ら
地

域
の
伝
統
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
杵
と
臼
と

餅
つ
き
歌
、
み
ん
な
で
手
が
け
て
美
味
し
く
出

来
上
が
っ
た
餅
料
理
を
前
に
、
お
作
法
の
説
明

に
驚
き
の
表
情
の
方
も
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
千
厩
地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
餅
文
化

は
堪
能
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
当
日
は
、
被
災

地
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
津
田
幸
夫
さ
ん

の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
に
も
癒
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
温
か
い
甘
酒
の
香
り
と
餅
つ
き
の
臼
か
ら
立

ち
の
ぼ
る
湯
気
で
、
会
場
と
な
っ
た
寒
々
と
し

た
体
育
館
も
餅
膳
が
並
ぶ
暖
か
い
お
座
敷
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
毎
回
の
よ

う
に
自
治
会
や
地
域
の
皆
様
、
民
生
委
員
さ
ん

方
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
臼
や
杵
等
餅
つ
き
や
会
場
準
備
、

前
日
の
仕
込
み
の
お
手
伝
い
等
、
被
災･

避
難

さ
れ
て
い
る
方
も
誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
の
回
を
重
ね
る
ご
と
に
顔

な
じ
み
が
増
え
て
住
民
同
士
の
交
流
が
深
ま
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
楽
し
さ･

生
き
が
い･

社
会
参
加
、
地
域
を

つ
な
ぐ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
み
ん
な
が
主
役
で

す
。
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高
砂
会
老
人
ク
ラ
ブ

藤
沢
支
部

サ
ロ
ン
の
モ
デ
ル

ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
中
田

り
、
写
真
を
編
集
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
記

録
さ
れ
、
文
化
祭
等
に
お
い
て
展
示
す
る
な
ど
、

活
動
発
表
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
昭
和
五
十
一

年
に
発
足
し
た
高
砂
会
老
人
ク
ラ
ブ
の
息
の
長

い
活
動
は
、
地
域
に
と
け
こ
み
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
潤
い
を
醸
し
出
し
な
が
ら
、
歴
代
の

役
員
に
よ
り「
仲
間
づ
く
り
活
動
」が
受
け
継
が

れ
て
お
り
ま
す
。

　「
高
砂
会（
会
長
・
吉
田
剛
、
会
員
五
十
二

人
）」は
、
室
根
町
八
〜
十
区
の
地
区
の
会
員
で

活
動
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
そ
の
活
動

は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大
運
動
の「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」の
趣
旨
に
沿
い
、
常
に
会
員
相
互
の
友

愛
を
深
め
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
や
、
社
会
奉

仕
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
に
高
齢

者
の
意
欲
と
元
気
さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
一
月
二
十
五
日
に
は
、「
新
年
交
流
会
」

を
開
催
。
そ
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
者

と
の
対
話
活
動
」と
し
て「
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」に
取
り
組
む
講
師
と
の
懇
談
・
紙
芝
居
を

楽
し
み
ま
し
た
。
講
師
の
佐
藤
広
美
先
生
が
机

に
唐
草
模
様
の
風
呂
敷
き
を
広
げ
、
拍
子
木
を

打
ち
鳴
ら
し
て「
紙
芝
居
」を
始
め
る
と
、
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
昔
懐
か
し
い
紙
芝
居
に

　
皆
、
目
を
輝
か
せ
、
ひ
と
と
き
昔
の
風
情
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。
高
砂
会
の
諸
行
事
・
活
動

の
様
子
は
、
カ
メ
ラ
が
趣
味
の
吉
田
会
長
に
よ

　
藤
沢
公
民
館
黄
海
分
館
別
館（
旧
称
：
老
人

憩
い
の
家
中
田
荘
）に「
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
中

田
」が
開
設
し
た
の
は
平
成
十
二
年
十
月
。
町

が
打
ち
出
し

た
こ
の
サ
ロ

ン
の
仕
組
み

は
、
特
定
非

営
利
活
動
法

人
ボ
ラ
ン
ト

ピ
ア
セ
ン

タ
ー
が
直
営

す
る「
宅
老

所
」と
し
て

オ
ー
プ
ン
。

川
崎
支
部

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

第
二
回
ふ
れ
あ
い
の
旅
開
催

　
三
月
十
八
日
、
奥
州
市「
薬
師
堂
温
泉
」を
会

場
に
、
七
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を

対
象
に
ふ
れ
あ
い
の
旅
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
孤
独
感
の
解
消
、
健
康
と
生
き

が
い
の
高
揚
、
介
護
予
防
等
を
目
的
に
年
二

回
開
催
し
て

お
り
、
今
回

は
二
十
一
名

が
参
加
し
ま

し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、

「
か
え
っ
て

ゆ
っ
く
り
で

ぎ
る
や
」と

雪
の
消
え
た

畑
仕
事
を
心
配
す
る
参
加
者
も
。

　
四
月
か
ら
娘
夫
婦
が
帰
っ
て
き
て
同
居
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、ふ
れ
あ
い
の
旅
か
ら「
卒

業
」す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
嬉
し
い
よ

う
な
淋
し
い
よ
う
な
乾
杯
の
音
頭
で
昼
食
交
流

会
が
ス
タ
ー
ト
。
桜
の
花
び
ら
を
か
た
ど
っ
た
、

ち
ら
し
寿
司
が
付
い
た
松
花
堂
弁
当
に
、
参
加

者
手
作
り
の
ふ
き
の
と
う
の
天
ぷ
ら
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
料
理
に
、
お
腹
も
、
こ
こ
ろ
も
い
っ

ぱ
い
。

　
参
加
者
の
最
高
齢
は
九
十
三
歳
、「
み
ん
な

の
顔
見
で
、
は
な
す
か
だ
り
し
た
り
、
こ
の
一

杯
が
い
く
て
し
ゃ
」と
参
加
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。食
事
の
後
は
、お
風
呂
に
入
っ

た
り
、
横
に
な
っ
た
り
、
隣
の
参
加
者
と
話
を

し
た
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
を
す
ご
し
ま
し

た
。

体
を
動
か
し
、

会
場
は
終
始
、

笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、

「
い
い
運
動

に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の

サ
ロ
ン
で
も

早
速
や
っ
て

み
ま
す
！
」

と
に
こ
や
か

に
帰
ら
れ
、
サ
ロ
ン
の
魅
力
が
よ
り
深
ま
っ
た

と
て
も
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
認
定
さ
れ
な
い
高
齢
者
や
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ロ
ン
の
モ
デ
ル

事
業
で
し
た
。

　
介
護
保
険
の
時
代
、
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
制
度
と

現
実
の
は
ざ
ま
で
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
や

介
護
予
防
が
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
。
高
齢

者
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
し
た
。
五
年

間
の
モ
デ
ル
事
業
を
終
え
、
平
成
十
七
年
か
ら

は
自
主
運
営
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
十
五
人
の

会
員
と
三
人
の
世
話
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
は
毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
し

た
り
、
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
宅

感
覚
で
交
流
を
深
め
、
引
き
こ
も
り
や
介
護
予

防
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
藤
沢

地
域
で
は
、
こ
の
サ
ロ
ン
を
モ
デ
ル
に
開
設
す

る
団
体
が
徐
々
に
増
え
、
現
在
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
支
援
し
、
そ
の
役
割
の
充
実
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
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平成24年度　一般募金・歳末たすけあい募金 実績額
一関支部 花泉支部 大東支部 千厩支部 東山支部 室根支部 川崎支部 藤沢支部 合　計

目　標　額 , , , , , , , , , , , , , , , , ,
実　績　額 , , , , , , , , , , , , , , , , ,

募
　
金
　
内
　
訳

戸別募金 , , , , , , , , , , , , , , , ,
街頭募金 , , ,
法人募金 , , , , , , , ,
学校募金 , , , , , , , ,
職域募金 , , , , , , , , ,
イベント募金 , , , ,
個人募金 , , , , ,
その他募金 , , , , , , , ,

一関支部 花泉支部 大東支部 千厩支部 東山支部 室根支部 川崎支部 藤沢支部 合　計
目　標　額 , , , , , , , , , , , , , , , , ,
実　績　額 , , , , , , , , , , , , , , , , ,

募
　
金
　
内
　
訳

戸別募金 , , , , , , , , , , , , , , , ,
街頭募金
法人募金 , , , , , ,
学校募金 , , , , , ,
職域募金 , , , , , , , , , , ,
イベント募金 , , , , , ,
個人募金 , , , ,
その他募金 , , , , , ,

配 分 区 分 単位 単価（円） 数 配分額（円） 一関 花泉 大東 千厩 東山 室根 川崎 藤沢

生 活 困 窮 世 帯 世帯数 , , ,
家族数 , , , ,

ひとり暮らし高齢者 人　数 , , ,

母子・父子世帯 参考（世帯数） （ ） （ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ） （ ）（ ）
家族数 , , ,

介 護 を 要 す る
ものがいる世帯
（寝たきり高齢者）

人　数 , , ,

介 護 を 要 す る
ものがいる世帯
（認知症高齢者）

人　数 , ,

障 が い 児（ 者 ）人　数 , , ,

施 設 配 分 個　所 , ～
, , ,

小　　　　 計 ⑴ , ,
配分事務経費⑵ 募金用封筒・のし袋印刷代、募金依頼お礼状郵送料、用紙代等 ,
年度配分合計
⑴＋⑵ , ,

赤い羽根募金 （単位：円）

歳末たすけあい募金 （単位：円）

歳末配分結果

＊ 平成 年度実績額と配分額の差額 , , 円は、いった
ん岩手県共同募金会に送付し、次年度の一関市社会福祉
協議会の地域福祉事業、在宅福祉サービス等の事業費と
して配分を受けるものです。

市民の皆様の温かいご支援・ご協力ありがとうございました。
世帯配分にあたっては、民生児童委員のご協力をいただき配分させていただきました。
時節柄、大変感謝されましたことをご報告申し上げます。
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平成25年４月１日、一関市大町地内一関地域市街地活性化センター「なのはなプラザ」３階に開設されます。
シニア活動プラザは
・ 社会貢献、社会参加を求める高齢者（シニア）に対して、相談に応じ活動のきっかけづくり、高齢者の社会
参加を支援します。

利用に関する詳しいことは、電話０１９１－３１－８１１８にお問い合わせください。

お問い合わせは、一関障害者生活支援プラザまで　電話 ０１９１－３１－３５３３

社会参加・社会貢献活動等への相談、きっかけづくり・団体運営・活動資金などの問い合わせ、相談
市内で活躍しているシニア活動団体、シニアの仲間作り、その他高齢者に関連した情報の提供
高齢者の生きがい、社会参加を支援する目的でセミナーや学習会を開催
などを行います。

心配ごと相談所開設日
　通常相談
　　　日時：毎週木曜日　午前 時から午後３時
　　　場所：一関市総合福祉センター （ － － ）
　移動相談　（移動相談は事前予約が必要です。）
　　　日時：毎月第２金曜日　午前 時から午後３時
　　　場所：花泉総合福祉センター （予約先：社協花泉支部 － － ）
 大東保健センター （予約先：社協大東支部 － － ）
 千厩農村勤労福祉センター （予約先：社協千厩支部 － － ）
 社協藤沢支部相談室 （予約先：社協藤沢支部 － － ）

　心配ごと相談所は、皆さんの身近な心配ごと悩みごとの相談
に対して住民の立場に立って問題解決の協力・援助を行います。
個人情報の保護に留意するため専任の相談員が対応いたします
ので、お気軽にご相談ください。なお、相談料は無料です。

　一関障害者生活支援プラザでは、障がいをお持ちの方が住み慣れた地域で生活がおくれるように、福祉
に関する各種相談に応じ、情報の提供・助言、連絡調整等総合的に支援を行っております。
　平成25年４月から障害者総合支援法により、障がい者が自立した生活又は、社会生活を営む手段として
福祉サ－ビスを利用される場合には、サ－ビス利用計画が必要となります。そこで一般相談支援事業、特
定相談支援事業及び障害児相談支援事業を推進いたします。

○一般相談支援事業(地域移行支援・地域定着支援) 
　・地域移行支援－住居の確保その他の地域における生活に移行するための活動に関する相談支援。
　・地域定着支援－常時の連絡体制を確保し利用者に対し障害の特性に起因して生じた緊急事態の支援。
○特定相談支援・障害児相談支援
　・ 計画相談等－ 障がい者(児)又は保護者が、サ－ビスを適切に利用できるよう総合的な支援方針やサ－ビ

スの組み合わせなどを検討、調整しサ－ビス等利用計画を作成します。

　また、肢体、聴覚、視覚障がいの当事者相談員（ピアカウンセラ－）を配置し、お互いに平等な立場で話しを聞き合い、
地域生活を実現するお手伝いをいたします。

心配ごと相談所
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　「民生委員法」と「児童福祉法」に基づいて厚生労働大臣から委嘱された、地域福
祉の推進役です。このうち、特に児童福祉の相談支援を専門とする人を主任児童
委員といいます。90年以上の歴史を持つ日本固有の福祉制度ボランティアとして、
皆さんの住む地域で活動しています。

５月 日は民生委員・児童委員の日

（※以降、民生児童委員）

地域でどんな活動をしているの？
　お年寄り、心身に障がいのある方、
育児や子どもの問題、生活困窮世帯な
ど、生活に支援が必要な方のあらゆる
相談に応じながら、地域全体の見守り・
訪問活動などを日常的に行い、地域の
避難訓練などにも積極的に参画してい
ます。

自分のことを話したら近所の人
に知れ渡ってしまうのでは？
　民生児童委員、主任児童委員は法律
で守秘義務が定められていますので、
安心してご相談ください。

私の地域にも民生児童委員や
主任児童委員はいるの？
　人口に応じた地区数・委員定数の定めに基づき、民生児
童委員は地区ごとに１人配置され、主任児童委員は複数の
地区にまたがって広く支援をしています（任期３年）。
　全国の民生児童委員（主任児童委員含む）は約 万人、岩
手県では , 人、一関市では 人が活動しています。

　地域のつながりが薄れつつある中、民生児童委員・主任児童委員
は、同じ地域に暮らす住民目線で、安心して住み続けられる地域づ
くりのために活動する、地域になくてはならない存在となっていま
す。生活の困りごとは、民生児童委員または主任児童委員へお気軽
にご相談ください。
　お住まいの地域の担当委員を知りたい方は、下記へお問い合わせ
ください。

一関市役所　児童福祉課　電話 - - （内線 ）

秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
社会福祉法人一関市社会福祉協議会（在宅福祉課）　電話 - -

● 第 三 者 委 員 ●
岩 渕　結 祥　一関市字樋渡43-4 電話 0191－23－7355
及 川　好 道　一関市花泉町老松字藤田149 電話 0191－82－2303
岩 渕　善 朗　一関市大東町曽慶字神蔭38-7 電話 0191－75－4411

安心、満足のサービスをご利用頂く
ために一関市社会福祉協議会では、
皆さまからの苦情の適切な解決に努
めております。
苦情・意見・要望等がありましたら、
ご遠慮なくご相談ください。
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ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

一関支部
東中田団地 千葉淳子・眞砂子様 , 円
字沢 佐藤　福恵様 , 円
一関市 舞川地区福祉活動推進協議会様 , 円
一関市 関水書道会様 , 円
山目字才天 佐藤　仁子様 , 円
狐禅寺手負沢 佐藤　　馨様 , 円
山目字十二神 白石良一・アヤ子様 , 円
盛岡市西見前 橋本　敏彦様 , 円
宮下町 中里　ミヨ様 , 円
滝沢字寺下 秋元　己由様 , 円
一関市 十七民区女性部様 , 円
一関市 一関市老人クラブ連合会

一関支部老人クラブ 支部長　安部邦郎様 , 円
一関市 法泉寺寒修行団様 , 円
花泉支部
日形字中通 渋谷　敬悦様 , 円
永井字東方 及川　克郎様 , 円
花泉字高田 阿部　賢治様 , 円
老松字四日市場 佐々木哲夫様 , 円
金沢字前鹿野 千葉　恭子様 , 円
花泉町 花泉ダンス同好会会長　阿部すみ子様 , 円
油島字蒲沢 佐々木正捷様 , 円
花泉字上野沢 今野　帝子様 , 円
永井字三本木 阿部　悦子様 車椅子１台
花泉字西郷ノ目 高橋　　隆様 , 円
永井字粒乱田 千葉　健吾様 , 円
花泉字袋 加藤　侊吾様 , 円
金沢字新田 佐藤　　新様 , 円
涌津字矢ノ目 小野寺武夫様 , 円
金沢字五合田 高橋　一郎様 , 円
金沢字南町 (故)鈴木　貞子様 , 円
永井字九千沢 渡邊　剛人様 , 円
花泉字西郷ノ目 千葉　茂樹様 , 円
花泉町 第 回一関市老連花泉支部芸能まつり

実行委員会委員長　及川　亨様 , 円
花泉字袋 高泉　淑子様 , 円
大東支部
摺沢字礼田 摺元　　久様 , 円
沖田字天野沢 藤森　切子様 , 円
曽慶字猫舘 畠山　健治様 , 円
大原字岩脇 佐藤　哲郎様 , 円
摺沢字沼田 小原　正直様 , 円
大東町 沖田社交ダンスサークルスイトピー代表　佐藤秀子 様 , 円
大東町 一関市グラウンドゴルフ協会

大東支部支部長　金　秀弥様 , 円
鳥海字菖蒲沢 千葉　良次様 , 円
大原字立町 金野　　修様 , 円
大東町 一関市老人クラブ連合会大東支部支部長 菊池晃 様 , 円
渋民字大馬場 菅野　春男様 , 円
大原字板木 小野寺應治様 , 円
摺沢字荒屋敷 菅原　剛一様 , 円
猿沢字田中前 中津山輝夫様 , 円
大東町 大東芸術文化協会大原支部支部長　熊谷市志 様 , 円
猿沢字伊勢堂 及川　秀樹様 , 円
鳥海字物沢 及川　周子様 , 円
大原字渋谷 熊谷　文也様 , 円
大原字上ノ洞 菅原　　勉様 , 円
大原字立町 本多　能久様 , 円
大原字一六 小島　一彦様 , 円
渋民字関ノ上 地域特産物直売組合

(産直ふるさと大東)組合長　菅原豊一様 , 円

沖田字本宿 伊東　正志様 , 円
猿沢字板倉 首藤　亮祐様 , 円
鳥海字西丑石 伊東　拓也様 , 円
大原字山口 小野寺一雄様 , 円
渋民字関ノ上 小山　新一様 , 円
大東町 興田婦人会代表　菊池信子様 , 円
鳥海字菖蒲沢 千葉　　昇様 , 円
大東町 大東芸術文化協会渋民支部支部長　菊池勉 様 , 円
大東町 匿名様 , 円
千厩支部
盛岡市北松園 高橋　和江様 , 円
千厩町 ソシアルダンスクラブ 様 , 円
奥玉字梨ノ木洞前 千葉　正行様 , 円
千厩字鳥羽 小野寺正勝様 , 円
千厩字前田 藤野　宣子様 , 円
千厩字町 金野　　群様 , 円
千厩字摩王 鈴木　和也様 , 円
磐清水字長田森 千葉　行雄様 , 円
千厩字中木六 村上　寛治様 , 円
東山支部
東山町 横沢部落自治会会長　高橋堅治様 , 円
松川字三室平 細川　幸久様 , 円
松川字六日町 神崎　　祐様 , 円
東山町 東山ボランティア連絡協議会会長　鈴木邦男 様 , 円
東山町 東山町松川婦人会会長　千葉洋子様 , 円
東山町 老人クラブ長寿会おいとこ会代表　鈴木啓子 様 , 円
田河津字横沢 佐藤　郁夫様 , 円
松川字岩ノ下 千葉　　清様 , 円
松川字台 鈴木　良生様 , 円
大船渡市末崎町字作沢 上部　正江様 , 円
松川字台 千葉　　敏様 , 円
松川字六日町 千葉　公一様 , 円
室根支部
折壁一丁目 小山　幸男様 , 円
津谷川字浮野 畠山長一郎様 , 円
折壁字愛宕 西城　　実様 , 円
折壁二丁目 藤代　栄子様 , 円
津谷川字清水 三浦　知真様 , 円
折壁字若菜沢 藤原　　覚様 , 円
折壁字八幡沖 吉田　米宏様 , 円
矢越字大迎 小野寺　勝様 , 円
室根町 匿名様 , 円
川崎支部
門崎字石蔵 千葉　伸夫様 , 円
門崎字千手堂 佐々木京子様 , 円
埼玉県北葛飾郡杉戸町 丸山　豊子様 , 円
薄衣字加妻 菅原　章夫様 , 円
門崎字千手堂 千葉　勝雄様 , 円
川崎町 川崎芸術文化協会会長　佐々木孝幸様 , 円
藤沢支部
藤沢町 黄海地区老人クラブ連合会会長　千葉忠雄 様 , 円
黄海字深堀 須藤　忠雄様 , 円
藤沢町 藤沢町芸術文化協会会長　小野稲男様 , 円
砂子田字上山 澤田　清一様 , 円
藤沢字粉香木 佐藤　京一様 , 円
藤沢字町 山田　健一様 , 円
藤沢字町 伊藤　淳一様 , 円
藤沢町 ㈱アーク代表取締役　橋本晋栄様 , 円
保呂羽字大宝城 熊谷　　隆様 , 円
藤沢町 歳同年の集い実行委員会

委員長　畠山弘一様 , 円

♥ 平成24年11月から平成25年2月までに、市民の皆様からご寄附がありました。
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